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「呵
か
責
しゃく
謗
ほうぼうめつざい
法滅罪抄

しょう
」

いかなる世
よ

の乱
みだ

れにも

各
おのおの

々をば法
ほ け

華経
きょう

・十
じゅう

羅
ら

刹
せつ

助
たす

け給
たま

えと、湿
しめ

れる木
き

よ

り火
ひ

を出
い

だし、乾
かわ

ける土
つち

より水
みず

を儲
もう

けんがごと

く、強
ごう

盛
じょう

に申
もう

すなり。

　　（御書新版１５３９ページ・御書全集１１３２ページ）

どのように世の中が乱れて
いても、あなた方のことを
「法華経や十

じゅう
羅
ら
刹
せつにょ
女よ、助け

給え」と、湿った木から火
を出し、乾いた土から水を
得ようとする思いで強盛に
祈っている。

不可能を可能にする強い祈りを！

こんにちは！　レオです☆　みんな、進級・進学
おめでとう！　今月からまた新たな決意で、御書を
学んでいきましょう！
　今回は「呵

か
責
しゃく
謗
ほうぼうめつざい
法滅罪抄

しょう
」を学びます。本抄は、

１２７３年（文永１０年）に、日蓮大聖人が流
る
罪
ざい
の

地・佐渡から、鎌倉にいる弟子の四条金吾に当てて
送られたとされていますが、詳細は明らかではあり
ません。
　当時、日蓮大聖人だけでなく、門下たちも、権力
者などから激しい弾

だんあつ
圧を受けていました。しかも、

佐渡へ流罪されていた大聖人は、弟子に直接会い、
励ますことができません。そうした中、弟子のこと
を思い、無事であってほしいと願いつつ、励ましの
言葉をつづられたお手紙が本抄なのです。
　御文では、法華経を受

じゅ
持
じ
する者の守護を誓

ちか
った

諸
しょてんぜんじん
天善神である十

じゅう
羅
ら
刹
せつにょ
女を揺

ゆ
り動

うご
かすほど、強く祈

られていることが書かれているね。
　ぬれた木を一生懸命こすっても火は起こせない

し、乾
かわ
いた土をぎゅっと絞

しぼ
っても水は出てこない。

このように、どんなに不可能だと思われることも、「可
能にしてみせる」と心を定めることが大切だと仰

おお
せ

なんだ。
　でも、みんなの中には、御書を学んでも「まだ信
心の確信がない」と思う人もいるんじゃないかな。
　まずは、身近な目標や、挑戦していることについ
て真剣に祈り、一つずつかなえていこうよ！　お題
目には、僕たちの生命の奥に眠っている無限の可能
性を引き出す力

ちから
があるんだ。真剣な祈りと行動があ

れば、必ず確信をつかめるはず！
　池田先生は次のように語っています。
　「私どもは、偉

い
大
だい
な『人間革命の仏法』を持ってい

ます。いかなる困
こんなん
難にあっても、自身の抱

いだ
いた目標

を貫
かんてつ
徹する強い意志力と忍

にんたい
耐力

りょく
は、わが胸

きょう
中
ちゅう
にある。

それも無限にあるのです」
　どんなに小さなことでも、ありのまま祈ることが
大切だね。自身の生命を信じて、朗

ほが
らかに前進して

いこう！


